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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 9日 (2006.3.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 線 方 向 に 延 び る と と も に 、 先 端 側 が 測 定 対 象 と な る ガ ス に 晒 さ れ る セ ン サ 素 子 と 、
　 前 記 セ ン サ 素 子 を 保 持 す る 主 体 金 具 と 、
　 自 身 の 先 端 部 で 前 記 主 体 金 具 と 接 続 す る 外 筒 と 、
　 前 記 セ ン サ 素 子 と 電 気 的 に 導 通 さ れ た 複 数 の 電 極 取 出 し 端 子 と 、
　 前 記 電 極 取 出 し 端 子 の 各 々 と 導 通 さ れ る 複 数 の リ ー ド 線 と 、
　 前 記 外 筒 の 内 部 に 収 容 さ れ る と と も に 、 自 身 の 内 部 に 前 記 電 極 取 出 し 端 子 の 各 々 が 位 置
し 、 前 記 電 極 取 出 し 端 子 間 を 絶 縁 す る セ パ レ ー タ と 、
　 内 部 に 前 記 リ ー ド 線 の 各 々 が 挿 通 す る リ ー ド 線 挿 通 孔 を 有 し 、 前 記 外 筒 の う ち 前 記 セ パ
レ ー タ よ り も 後 方 側 に 配 置 さ れ る 弾 性 シ ー ル 部 材 と 、
を 備 え る ガ ス セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 セ パ レ ー タ は 、 自 身 の 外 周 面 が 前 記 外 筒 の 内 周 面 に 対 し 接 触 す る こ と な く 、 前 記 弾
性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 し つ つ 後 端 側 に 付 勢 さ れ る 状 態 で 前 記 外 筒 内 に 保 持 さ れ て

　

こ と を 特 徴 と す る ガ ス セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス セ ン サ で あ っ て 、

お
り 、

前 記 セ パ レ ー タ は 、 後 端 側 に 位 置 す る 後 端 側 部 と 、 先 端 側 に 位 置 す る 先 端 側 部 と 、 前 記
後 端 側 部 と 先 端 側 部 の 中 間 に 位 置 し 前 記 後 端 側 部 及 び 先 端 側 部 よ り も 大 径 で あ り 、 前 記 先
端 側 部 と の 間 に 先 端 側 を 向 く 先 端 側 面 を 含 む 鍔 部 と を 含 む と と も に 、 前 記 鍔 部 の 先 端 側 面
か ら 前 記 弾 性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 向 か っ て 押 圧 力 を 付 勢 す る 付 勢 部 材 に よ っ て 、 前 記 弾
性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 当 接 す る 状 態 で 後 端 側 に 付 勢 さ れ 、 前 記 弾 性 シ ー ル 部 材 と 前 記 付
勢 部 材 と の 間 で 挟 持 さ れ て い る



　

ガ ス セ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス セ ン サ で あ っ て 、
　
　

　

ガ ス セ ン サ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の ガ ス セ ン サ で あ っ て 、
　

ガ ス セ ン サ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ガ ス セ ン サ で あ っ て 、
　

ガ ス セ ン サ 。
【 請 求 項 ６ 】
　
　
　
　
　
　

　

　

　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る ガ ス セ ン サ で は 、 軸 線 方 向 に 延 び る と と も
に 、 先 端 側 が 測 定 対 象 と な る ガ ス に 晒 さ れ る セ ン サ 素 子 と 、 セ ン サ 素 子 を 保 持 す る 主 体 金
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前 記 付 勢 部 材 は 、 前 記 セ パ レ ー タ の 先 端 側 部 の 外 周 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 外 筒 の う
ち で 前 記 付 勢 部 材 の 径 方 向 外 側 に 位 置 す る 部 位 を 径 方 向 内 側 に 押 圧 し て 内 側 に 凸 と な る よ
う に 変 形 さ せ た 変 形 部 に よ っ て 、 前 記 セ パ レ ー タ を 後 端 側 に 付 勢 す る よ う に 変 形 し て い る

請 求 項 １ ま た は
前 記 セ ン サ 素 子 は 、 板 状 を な す と 共 に 後 端 側 の 表 裏 面 に 複 数 の 電 極 端 子 部 を 有 し 、
前 記 電 極 取 出 し 端 子 は 、 前 記 セ ン サ 素 子 の 前 記 電 極 端 子 部 の い ず れ か に 当 接 し た 状 態 で

、 前 記 セ パ レ ー タ と 前 記 セ ン サ 素 子 と の 間 で 挟 持 固 定 さ れ て お り 、
前 記 電 極 取 出 し 端 子 と 前 記 セ ン サ 素 子 の 前 記 電 極 端 子 部 と の 当 接 部 位 と 、 前 記 付 勢 部 材

に よ る 前 記 セ パ レ ー タ の 支 持 部 位 と は 、 前 記 ガ ス セ ン サ の 軸 線 方 向 に 沿 っ て み た と き に ず
れ た 位 置 に あ る

請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項
前 記 セ パ レ ー タ の 外 周 面 と 前 記 外 筒 の 内 周 面 と は 、 径 方 向 で み た と き に ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上

離 れ て い る

前 記 セ パ レ ー タ の 後 端 面 は 、 周 縁 か ら 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 窪 ん だ 形 態 に 形 成 さ れ 、 前
記 セ パ レ ー タ は 、 前 記 後 端 面 の 周 縁 側 が 前 記 弾 性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 す る よ う に し
て 前 記 外 筒 に 保 持 さ れ て い る

軸 線 方 向 に 延 び る と と も に 、 先 端 側 が 測 定 対 象 と な る ガ ス に 晒 さ れ る セ ン サ 素 子 と 、
前 記 セ ン サ 素 子 を 保 持 す る 主 体 金 具 と 、
自 身 の 先 端 部 で 前 記 主 体 金 具 と 接 続 す る 外 筒 と 、
前 記 セ ン サ 素 子 と 電 気 的 に 導 通 さ れ た 複 数 の 電 極 取 出 し 端 子 と 、
前 記 電 極 取 出 し 端 子 の 各 々 と 導 通 さ れ る 複 数 の リ ー ド 線 と 、
前 記 外 筒 の 内 部 に 収 容 さ れ る と と も に 、 自 身 の 内 部 に 前 記 電 極 取 出 し 端 子 の 各 々 が 位 置

し 、 前 記 電 極 取 出 し 端 子 間 を 絶 縁 す る セ パ レ ー タ と 、
内 部 に 前 記 リ ー ド 線 の 各 々 が 挿 通 す る リ ー ド 線 挿 通 孔 を 有 し 、 前 記 外 筒 の う ち 前 記 セ パ

レ ー タ よ り も 後 方 側 に 配 置 さ れ る 弾 性 シ ー ル 部 材 と 、
を 備 え る ガ ス セ ン サ で あ っ て 、

前 記 セ パ レ ー タ は 、 自 身 の 外 周 面 が 前 記 外 筒 の 内 周 面 に 対 し 接 触 す る こ と な く 、 前 記 弾
性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 し つ つ 後 端 側 に 付 勢 さ れ る 状 態 で 前 記 外 筒 内 に 保 持 さ れ て お
り 、

前 記 セ パ レ ー タ の 後 端 面 は 、 周 縁 か ら 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 窪 ん だ 形 態 に 形 成 さ れ 、 前
記 セ パ レ ー タ は 、 前 記 後 端 面 の 周 縁 側 が 前 記 弾 性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 す る よ う に し
て 前 記 外 筒 に 保 持 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る ガ ス セ ン サ 。



具 と 、 自 身 の 先 端 部 で 主 体 金 具 と 接 続 す る 外 筒 と 、 セ ン サ 素 子 と 電 気 的 に 導 通 さ れ た 複 数
の 電 極 取 出 し 端 子 と 、 電 極 取 出 し 端 子 の 各 々 と 導 通 さ れ る 複 数 の リ ー ド 線 と 、 外 筒 の 内 部
に 収 容 さ れ る と と も に 、 自 身 の 内 部 に 電 極 取 出 し 端 子 の 各 々 が 位 置 し 、 電 極 取 出 し 端 子 間
を 絶 縁 す る セ パ レ ー タ と 、 内 部 に リ ー ド 線 の 各 々 が 挿 通 す る リ ー ド 線 挿 通 孔 を 有 し 、 外 筒
の セ パ レ ー タ よ り も 後 方 側 に 配 置 さ れ る 弾 性 シ ー ル 部 材 と 、 を 備 え る ガ ス セ ン サ で あ
っ て 、 セ パ レ ー タ は 、 自 身 の 外 周 面 が 前 記 外 筒 の 内 周 面 に 対 し 接 触 す る こ と な く 、 弾 性 シ
ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 し つ つ 後 端 側 に 付 勢 さ れ る 状 態 で 外 筒 内 に 保 持 さ れ て

こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の ガ ス セ ン サ で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 構 成 に 加 え 、

こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の ガ ス セ ン サ で は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 の
構 成 に 加 え 、

こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の ガ ス セ ン サ で は 、 に 記 載 の
構 成 に 加 え 、

こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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う ち

お り 、 さ ら
に セ パ レ ー タ は 、 後 端 側 に 位 置 す る 後 端 側 部 と 、 先 端 側 に 位 置 す る 先 端 側 部 と 、 前 記 後 端
側 部 と 先 端 側 部 の 中 間 に 位 置 し 前 記 後 端 側 部 及 び 先 端 側 部 よ り も 大 径 で あ り 、 前 記 先 端 側
部 と の 間 に 先 端 側 を 向 く 先 端 側 面 を 含 む 鍔 部 と を 含 む と と も に 、 前 記 鍔 部 の 先 端 側 面 か ら
前 記 弾 性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 向 か っ て 押 圧 力 を 付 勢 す る 付 勢 部 材 に よ っ て 、 前 記 弾 性 シ
ー ル 部 材 の 先 端 面 に 当 接 す る 状 態 で 後 端 側 に 付 勢 さ れ 、 前 記 弾 性 シ ー ル 部 材 と 前 記 付 勢 部
材 と の 間 で 挟 持 さ れ て い る

付
勢 部 材 は 、 セ パ レ ー タ の 先 端 側 部 の 外 周 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 外 筒 の う ち で 付 勢 部 材 の 径
方 向 外 側 に 位 置 す る 部 位 を 径 方 向 内 側 に 押 圧 し て 内 側 に 凸 と な る よ う に 変 形 さ せ た 変 形 部
に よ っ て 、 セ パ レ ー タ を 後 端 側 に 付 勢 す る よ う に 変 形 し て い る

請 求 項 １ ま た は
セ ン サ 素 子 は 、 板 状 を な す と 共 に 後 端 側 の 表 裏 面 に 複 数 の 電 極 端 子 部 を 有 し

、 電 極 取 出 し 端 子 は 、 セ ン サ 素 子 の 電 極 端 子 部 の い ず れ か に 当 接 し た 状 態 で 、 セ パ レ ー タ
と セ ン サ 素 子 と の 間 で 挟 持 固 定 さ れ て お り 、 電 極 取 出 し 端 子 と セ ン サ 素 子 の 電 極 端 子 部 と
の 当 接 部 位 と 、 付 勢 部 材 に よ る セ パ レ ー タ の 支 持 部 位 と は 、 前 記 ガ ス セ ン サ の 軸 線 方 向 に
沿 っ て み た と き に ず れ た 位 置 に あ る

請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か
セ パ レ ー タ の 外 周 面 と 前 記 外 筒 の 内 周 面 と は 、 径 方 向 で み た と き に ０ ． ５ ｍ

ｍ 以 上 離 れ て い る



　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る ガ ス セ ン サ で は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の
発 明 の 構 成 に 加 え 、

こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 の ガ ス セ ン サ で は 、

と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 、 セ パ レ ー タ を 上 述 し た 特 定 の 形 状 に 形 成 し つ つ 、 鍔 部 の 先 端 側 面 か ら 弾 性 シ ー ル
部 材 の 先 端 面 に 向 か っ て 押 圧 力 を 発 揮 （ 付 勢 ） す る 付 勢 部 材 を 用 い て 、 同 セ パ レ ー タ を 弾
性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 対 し て 付 勢 し 、 弾 性 シ ー ル 部 材 と 付 勢 部 材 と の 間 で 挟 持 さ せ て い
る 。 こ の よ う に 、 付 勢 部 材 を 用 い て セ パ レ ー タ を 保 持 す る こ と に よ っ て 、 セ パ レ ー タ を 安
定 し て 外 筒 内 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 に 記 載 の ガ ス セ ン サ に よ れ ば 、 付 勢 部 材 は 、 セ パ レ ー タ の 先 端 側 部 の
外 周 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 外 筒 の う ち で 付 勢 部 材 の 径 方 向 外 側 に 位 置 す る 部 位 を 径 方 向 内
側 に 押 圧 し て 内 側 に 凸 と な る よ う に 変 形 さ せ た 変 形 部 に よ っ て 、 セ パ レ ー タ を 後 端 側 に 付
勢 す る よ う に 変 形 し て い る 。 こ こ で 、 セ パ レ ー タ を 後 端 側 に 付 勢 す る 付 勢 部 材 と し て は 、
従 来 の よ う に 外 筒 の 内 周 面 に 圧 入 す る こ と で 自 身 が 外 筒 に 保 持 さ れ る 機 構 を 採 用 す る こ と
も で き る が 、 付 勢 部 材 を セ パ レ ー タ （ 詳 細 に は セ パ レ ー タ の 先 端 側 部 ） と 外 筒 と の 間 に 適
切 に 圧 入 す る こ と は 、 ガ ス セ ン サ の 組 立 て 工 程 に お い て 容 易 と は 言 い 難 い 。 そ こ で 、 本 発
明 で は 、 金 属 外 筒 の 外 側 か ら 内 側 に 凸 と な る 変 形 部 を 形 成 す る こ と で 、 付 勢 部 材 が セ パ レ
ー タ を 後 端 側 に 付 勢 す る よ う に 付 勢 部 材 を も 変 形 さ せ る よ う に 構 成 し て い る 。 こ れ に よ り
、 付 勢 部 材 を 用 い て セ パ レ ー タ を 後 端 側 に 付 勢 す る こ と を 容 易 に 行 え る と 共 に 、 セ パ レ ー
タ を 外 筒 内 に お い て 安 定 し て 保 持 す る こ と が で き 、 低 コ ス ト の ガ ス セ ン サ と な し 得 る 。
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発 明 の
セ パ レ ー タ の 後 端 面 は 、 周 縁 か ら 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 窪 む よ う に し

て 形 成 さ れ 、 セ パ レ ー タ は 、 後 端 面 の 周 縁 側 が 弾 性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 す る よ う に
し て 外 筒 に 保 持 さ れ て い る

軸 線 方 向 に 延 び る と と も に 、 先 端 側 が
測 定 対 象 と な る ガ ス に 晒 さ れ る セ ン サ 素 子 と 、 前 記 セ ン サ 素 子 を 保 持 す る 主 体 金 具 と 、 自
身 の 先 端 部 で 前 記 主 体 金 具 と 接 続 す る 外 筒 と 、 前 記 セ ン サ 素 子 と 電 気 的 に 導 通 さ れ た 複 数
の 電 極 取 出 し 端 子 と 、 前 記 電 極 取 出 し 端 子 の 各 々 と 導 通 さ れ る 複 数 の リ ー ド 線 と 、 前 記 外
筒 の 内 部 に 収 容 さ れ る と と も に 、 自 身 の 内 部 に 前 記 電 極 取 出 し 端 子 の 各 々 が 位 置 し 、 前 記
電 極 取 出 し 端 子 間 を 絶 縁 す る セ パ レ ー タ と 、 内 部 に 前 記 リ ー ド 線 の 各 々 が 挿 通 す る リ ー ド
線 挿 通 孔 を 有 し 、 前 記 外 筒 の う ち 前 記 セ パ レ ー タ よ り も 後 方 側 に 配 置 さ れ る 弾 性 シ ー ル 部
材 と 、 を 備 え る ガ ス セ ン サ で あ っ て 、 前 記 セ パ レ ー タ は 、 自 身 の 外 周 面 が 前 記 外 筒 の 内 周
面 に 対 し 接 触 す る こ と な く 、 前 記 弾 性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 し つ つ 後 端 側 に 付 勢 さ れ
る 状 態 で 前 記 外 筒 内 に 保 持 さ れ て お り 、 前 記 セ パ レ ー タ の 後 端 面 は 、 周 縁 か ら 径 方 向 内 側
に 向 か っ て 窪 ん だ 形 態 に 形 成 さ れ 、 前 記 セ パ レ ー タ は 、 前 記 後 端 面 の 周 縁 側 が 前 記 弾 性 シ
ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 す る よ う に し て 前 記 外 筒 に 保 持 さ れ て い る こ

ま た

２



【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 に 記 載 の ガ ス セ ン サ で は 、 セ ン サ 素 子 と し て 板 状 を な す と 共 に 後 端 側
の 表 裏 面 に 複 数 の 電 極 端 子 部 を 有 す る も の を 用 い 、 電 極 取 出 し 端 子 が 、 セ ン サ 素 子 の 電 極
端 子 部 の い ず れ か に 当 接 し た 状 態 で 、 セ パ レ ー タ と セ ン サ 素 子 と の 間 で 挟 持 固 定 さ れ る 。
　 と こ ろ で 、 本 発 明 の ガ ス セ ン サ で は 、 付 勢 部 材 を 用 い て セ パ レ ー タ を 弾 性 部 材 の 先 端 面
に 接 触 さ せ る よ う に 後 端 側 に 付 勢 し て い る の で 、 外 筒 に 飛 石 等 が 衝 突 し た 場 合 に も 、 弾 性
シ ー ル 部 材 が そ の 衝 撃 を 緩 和 な い し 吸 収 し 、 セ パ レ ー タ の 揺 動 を 抑 制 す る こ と が で き る が
、 衝 撃 の 程 度 に よ っ て は 少 な か ら ず セ パ レ ー タ は 、 付 勢 部 材 に よ る セ パ レ ー タ の 支 持 部 位
を 支 点 に し て 揺 動 す る こ と が あ る 。 こ こ で も し 、 付 勢 部 材 に よ る セ パ レ ー タ の 支 持 部 位 と
、 電 極 取 出 し 端 子 と セ ン サ 素 子 の 電 極 端 子 部 と の 当 接 部 位 と が 、 ガ ス セ ン サ の 軸 線 方 向 に
沿 っ て み た と き に 一 致 し て い る と 、 付 勢 部 材 に よ る セ パ レ ー タ の 支 持 部 位 を 支 点 に し て セ
パ レ ー タ が 揺 動 し た 場 合 、 電 極 取 出 し 端 子 と セ ン サ 素 子 の 電 極 端 子 部 と の 当 接 部 位 に セ パ
レ ー タ の 揺 動 に 起 因 し た 応 力 が 及 び 易 く 、 板 状 の セ ン サ 素 子 に 亀 裂 や 折 れ と い っ た 不 具 合
が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 に 記 載 の ガ ス セ ン サ に よ れ ば 、 セ パ レ ー タ の 外 周 面 と 前 記 外 筒 の 内 周 面
と が 、 径 方 向 で み た と き に ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 離 れ て い る 。 こ れ に よ り 、 外 筒 に 飛 石 等 が 衝 突
し て 外 筒 自 身 が 変 形 し た 場 合 に も 、 外 筒 の 内 周 面 が セ パ レ ー タ の 外 周 面 に 触 れ 難 く な り 、
セ パ レ ー タ の 破 損 が 生 じ る の を よ り 一 層 防 ぐ こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 に 記 載 の ガ ス セ ン サ に よ れ ば 、 セ パ レ ー タ の 後 端 面 は 、 周 縁 か ら 径 方
向 内 側 に 向 か っ て 窪 ん だ 形 態 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 「 周 縁 か ら 径 方 向 内 側 に 向 か っ て
窪 む 形 態 」 と は 、 球 面 状 や 円 錐 状 、 角 錐 状 等 の よ う に セ パ レ ー タ の 後 端 面 が 周 縁 か ら 中 央
部 側 に 向 か っ て へ こ み を 生 じ て い る 状 態 を 指 し 、 具 体 的 に は 後 端 面 が 球 面 状 や 円 錐 状 に 窪
む 形 態 を 挙 げ る こ と が で き る 。 そ し て 、 本 発 明 で は 、 こ の よ う な セ パ レ ー タ を 後 端 側 に 付
勢 し 、 セ パ レ ー タ の 後 端 面 の 周 縁 側 を 弾 性 シ ー ル 部 材 の 先 端 面 に 接 触 さ せ る よ う に し て い
る 。 こ の よ う な 構 成 を 図 る こ と に よ り 、 ガ ス セ ン サ の 使 用 時 に 弾 性 シ ー ル 部 材 が 熱 膨 張 を
起 こ し た 場 合 に も 、 膨 張 し た 弾 性 シ ー ル 部 材 の 先 端 側 を セ パ レ ー タ の 後 端 面 側 に 逃 が す こ
と が で き る 。 よ っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 弾 性 シ ー ル 部 材 が 熱 膨 張 を 生 じ た 際 に も セ パ レ ー
タ に 拘 束 （ 圧 迫 ） さ れ て 損 傷 が 生 じ る こ と を 有 効 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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３

４

５

、



【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 主 体 金 具 １ ０ ２ の 後 端 側 外 周 に は 、 肉 厚 ０ ． ５ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス 合 金 か ら な る
外 筒 ４ ４ が 固 定 さ れ て い る 。 外 筒 ４ ４ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 主 体 金 具 １ ０ ２ と 接 合 さ れ
る 第 １ 外 筒 部 ５ ４ と 、 こ れ よ り も 後 端 側 に 位 置 し 第 １ 外 筒 部 ５ ４ よ り も 小 径 の 第 ２ 外 筒 部
５ ６ と 、 こ れ ら の 間 に 位 置 す る 第 １ 段 部 ４ ９ と 、 第 ２ 外 筒 部 ５ ６ よ り も 後 端 側 に 位 置 し 、
第 ２ 外 筒 部 よ り も 小 径 の 第 ３ 外 筒 部 ５ ８ と 、 こ れ ら の 間 に 位 置 す る 第 ２ 段 部 ４ ８ と を
有 し て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 外 筒 ４ ４ は 、 主 体 金 具 １ ０ ２ の 後 端 側 外 周 に 配 置 し
た 状 態 で 、 外 筒 ４ ４ と 主 体 金 具 １ ０ ２ と の 重 な り 部 位 を 外 筒 ４ ４ の 外 側 か ら 径 方 向 内 側 に
向 か っ て 加 締 し た 後 、 こ の 重 な り 部 に 全 周 レ ー ザ ー 溶 接 を 行 う こ と に よ り 、 主 体 金 具 １ ０
２ に 固 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 外 筒 ４ ４ の 後 端 側 の 開 口 部 （ 換 言 す れ ば 、 第 ３ 外 筒 部 の 内 側 ） に は 、 セ ン サ
素 子 ４ の 各 電 極 端 子 部 ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ４ 、 ３ ６ と そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る ５ 本 の リ ー ド
線 ４ ６ が 挿 通 す る た め の リ ー ド 線 挿 通 孔 ６ １ と 、 径 方 向 外 側 に 向 か っ て 突 出 す る 突 出 部 ５
３ と が 形 成 さ れ た フ ッ 素 ゴ ム 製 の 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 筒 部 延 在 部 ２ ０ ４ は 、 Ｊ 型 保 持 部 同 士 の 間 に 形 成 さ れ 、 Ｊ 型 保 持 部 ２ ０ ３
と 同 様 に 内 側 に Ｊ 字 状 に 湾 曲 し て い る 。 但 し 、 Ｊ 型 保 持 部 ２ ０ ３ の 方 が 、 筒 部 延 在 部 ２ ０
４ よ り 径 方 向 内 側 に 突 出 す る よ う に 、 曲 率 が 調 整 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 １ に 示 す よ う に
、 外 筒 の 第 ２ 外 筒 部 ５ ６ に 内 側 に 凸 と な る 変 形 部 ６ ５ を 形 成 す る の に 伴 っ て 、 筒 部 ２ ０ １
に も 変 形 部 ２ ０ ５ を 形 成 す る こ と に よ り 、 筒 部 ２ ０ １ で セ パ レ ー タ ８ ２ の 鍔 部 ８ ３ の 先 端
側 面 を 、 従 っ て セ パ レ ー タ ８ ２ を 後 端 側 に 付 勢 す る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ の 後 、 外 筒 ４ ４ に お け る 第 ３ 外 筒 部 ５ ８ の う ち 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ の 周 囲 に 位 置 す る
部 位 を 、 加 締 め 治 具 を 用 い て 加 締 め 、 外 筒 ４ ４ 及 び 各 リ ー ド 線 に 対 し て 弾 性 シ ー ル 部
材 ５ ０ を 気 密 に 封 止 す る 。 こ れ に よ っ て 、 セ パ レ ー タ ８ ２ は 、 外 筒 ４ ４ の 内 周 面 に 接 触 す
る こ と な く 、 後 端 面 ３ ０ ５ の 周 縁 側 が 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ の 先 端 面 ５ ２ に 当 接 し た 状 態 で
、 付 勢 金 具 ２ ０ ０ と 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ と の 間 で 挟 持 さ れ る こ と に な る 。 こ の よ う に し て
、 ま ず 上 部 ア ッ セ ン ブ リ を 作 製 す る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 次 に 、 空 燃 比 セ ン サ ２ の 組 み 立 て 手 法 と し て 、 ２ つ 目 の 手 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 リ ー ド 線 ４ ６ が 各 々 接 続 さ れ た ５ 本 の リ ー ド フ レ ー ム １ ０ を 、 上 述 し た よ う に セ パ レ ー
タ ８ ２ の 内 側 に 配 置 す る 。 ま た 、 こ の と き 、 セ パ レ ー タ ８ ２ の 先 端 側 部 ３ ０ １ の 外 周 に 対
し て 、 Ｊ 型 保 持 部 ２ ０ ３ が 鍔 部 ８ ３ の 先 端 側 面 に 当 接 す る よ う に し て 付 勢 金 具 ２ ０ ０ を 装
着 し て お く 。 つ い で 、 セ パ レ ー タ ８ ２ の 後 端 面 ３ ０ ５ 上 に 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ を 載 置 し て
、 そ の 状 態 で 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ 側 か ら 外 筒 ４ ４ を 移 動 さ せ る 。 そ し て 、 外 筒 ４ ４ の 第 ２
段 部 ４ ８ が 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ の 突 出 部 に 当 接 す る ま で 、 外 筒 ４ ４ を 移 動 さ せ 、 外 筒
４ ４ 内 に セ パ レ ー タ ８ ２ 及 び 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ を 収 容 す る 。 な お 、 こ の と き セ パ レ ー タ
８ ２ は 、 外 筒 ４ ４ の 内 周 面 に 非 接 触 の 状 態 に 収 容 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 つ い で 、 外 筒 ４ ４ の 第 ２ 外 筒 部 ５ ６ の う ち で 付 勢 金 具 ２ ０ ０ の 筒 部 ２ ０ １ の 径 方 向 外 側
に 位 置 す る 部 位 を 、 押 圧 治 具 を 用 い て 径 方 向 内 側 に 加 締 め て 変 形 部 ６ ５ を 形 成 す る と 共 に
、 そ の 内 部 に 位 置 す る 付 勢 金 具 ２ ０ ０ を も 変 形 さ せ る こ と で 、 セ パ レ ー タ ８ ２ を 付 勢 金 具
２ ０ ０ に よ っ て 後 端 側 に 付 勢 す る 。 こ の よ う に し て 、 ま ず 上 部 ア ッ セ ン ブ リ を 作 製 す る 。
な お 、 変 形 部 ６ ５ は 、 八 方 丸 加 締 め に よ っ て 形 成 し た 。 ま た 、 セ パ レ ー タ ８ ２ を 弾 性 シ ー
ル 部 材 ５ ０ の 先 端 面 に 接 触 さ せ た 状 態 で 付 勢 金 具 ２ ０ ０ を 変 形 さ せ る に あ た り 、 弾 性 シ ー
ル 部 材 ５ ０ の 位 置 ズ レ が 大 き く 生 じ な い よ う に 、 弾 性 シ ー ル 部 材 の 後 端 側 か ら 先 端 側
に 向 け て 小 さ な 負 荷 （ 約 ５ Ｎ ） を 加 え た 状 態 で 、 付 勢 金 具 ２ ０ ０ を 変 形 さ せ る よ う に し た
。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 つ い で 、 主 体 金 具 １ ０ ２ の 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る 外 筒 ４ ４ （ 第 １ 外 筒 部 ５ ４ ） を 径 方
向 内 側 に 加 締 め て 全 周 レ ー ザ ー 溶 接 を 行 い 、 主 体 金 具 １ ０ ２ と 外 筒 ４ ４ と の 接 合 を 行 う 。
そ の 後 、 外 筒 ４ ４ に お け る 第 ３ 外 筒 部 ５ ８ の う ち 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ の 周 囲 に 位 置 す る 部
位 を 、 加 締 め 治 具 を 用 い て 加 締 め 、 外 筒 ４ ４ 及 び 各 リ ー ド 線 に 対 し て 弾 性 シ ー ル 部 材
５ ０ を 気 密 に 封 止 す る 。 こ れ に よ っ て 、 セ パ レ ー タ ８ ２ は 、 外 筒 ４ ４ の 内 周 面 に 接 触 す る
こ と な く 、 後 端 面 ３ ０ ５ の 周 縁 側 が 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ の 先 端 面 ５ ２ に 当 接 し た 状 態 で 、
付 勢 金 具 ２ ０ ０ と 弾 性 シ ー ル 部 材 ５ ０ と の 間 で 大 き な 挟 持 力 に て 最 終 的 に 挟 持 さ れ る 。 こ
の よ う に し て 空 燃 比 セ ン サ ２ が 完 成 す る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 付 勢 金 具 ２ ０ ０ に よ る セ パ レ ー タ ８ ２ の 支 持 部 位 ３ ０ １ が 、 リ
ー ド フ レ ー ム １ ０ の 素 子 当 接 部 １ ６ と セ ン サ 素 子 ４ の 電 極 端 子 部 と の 当 接 部 位 ３ ０ ３ よ り
も 、 空 燃 比 セ ン サ ２ の 軸 線 方 向 に 沿 っ て み た と き に 後 方 側 に 位 置 し て い る 。 こ の よ う に 、
付 勢 金 具 ２ ０ ０ に よ る セ パ レ ー タ ８ ２ の 支 持 部 位 ３ ０ １ と 、 リ ー ド フ レ ー ム １ ０ の 素 子 当
接 部 １ ６ と セ ン サ 素 子 ４ の 電 極 端 子 部 と の 当 接 部 位 ３ ０ ３ と を 、 空 燃 比 セ ン サ ２ の 軸 線 方
向 に 沿 っ て み た と き に ず れ た 位 置 に 配 置 さ せ る こ と で 、 支 持 部 位 を 支 点 に し て セ パ
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レ ー タ ８ ２ が 揺 動 し た と し て も 、 当 接 部 位 に セ パ レ ー タ ８ ２ の 揺 動 に 起 因 し た 応 力
が 及 び 難 く 、 セ ン サ 素 子 ４ の 折 れ 等 の 発 生 を 有 効 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
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